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Delphi/400でこんなに簡単！ 
  GUI開発デモセッション 
      ～ 既存RPG活用術 ～    
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１．デモプログラム 
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＜ 5250画面 ＞ 
 今回GUI化する照会画面はこちらです。 
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＜ ＧＵＩ画面 ＞ 
 GUI化した照会画面がこちらです。 
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２．GUI開発手順 
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＜ GUI化手法 ＞ 

画面制御処理 

データ抽出処理 

元プログラム 

データ抽出処理 

画面（DDS） 

ワークファイル 

Delphi/400 

元RPG 

新プログラム 

新RPG 

ファイル制御処理 
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＜ GUI開発手順 ＞ 

 GUI開発手順は次の通りです。 
【ステップ１】 

１．DDS作成 

２．RPG作成 
  

【ステップ２】 

３．CL作成 
  

【ステップ３】 

４．Delphi画面作成 

５．DelphiとRPG連携 
  

６．完成 
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＜ ステップ１ ＞ 
 照会画面プログラムだったものを、ワークファイルへのデータ

転送プログラムに変更します。  

画面 
ファイル 

RPG ファイル 

RPG ファイル 
ワーク 

ファイル 

元プログラム 

新プログラム 
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＜ DDS作成 ＞ 
 ワークファイルの項目名をDSPFと同じにしておくことで、 

  RPGの変更を最小限に抑えます。 

HWJUDT         6Y 0O  8 14                       

                          TEXT(' 受注日 ')       

                          EDTCDE(Y)              

HWTRRK        14O  O  8 23                       

                          TEXT(' 得意先名 ')     

HWTANM        16O  O  8 38                       

                          TEXT(' 営業担当者名 ') 

HWNOKI         6Y 0O  8 55                       

                          TEXT(' 納期日 ')       

                          EDTCDE(Y)              

HWJUGK         9Y 0O  8 64                       

                          TEXT(' 受注金額 ')     

R HWR00                     TEXT(' 受注一覧ワーク ') 

                                                     

  HWJGCD         4S 0       COLHDG(' 部課 ')         

  HWJUNO         6S 0       COLHDG(' 受注№ ')       

  HWJUDT         8S 0       COLHDG(' 受注日 ')       

  HWTRRK        14O         COLHDG(' 得意先名 ')     

  HWTANM        16O         COLHDG(' 営業担当者名 ') 

  HWNOKI         8S 0       COLHDG(' 納期日 ')       

  HWJUGK         9P 0       COLHDG(' 受注金額 ')     

  HWTKCD         8S 0       COLHDG(' 得意先 CD')     

  HWTACD         5S 0       COLHDG(' 担当者 CD')     

  HWBIKO        32O         COLHDG(' 備考 ')  

DSPFソース DDSソース 
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＜ RPG作成① ＞ 
 画面制御を除き、サブファイルに転送している箇所を 

 ワークファイルの転送に変更します。 

第１画面 表示処理 

第１画面 入力チェック処理 

第２画面 明細セット処理 

第２画面 表示セット処理 

ファイル定義 

元RPG 

ワークファイル 明細セット処理 

新RPG 

ファイル定義 

DSPFをワークファイルに変更 

照会画面プログラムを、ワークファイル
へのデータ転送プログラムに変更  
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＜ RPG作成② ＞ 
 抽出条件を受け取るためのパラメーターを設定します。 

 このパラメーターを使い対象ファイルからデータを抽出します。 

C*==============================================================*  

C*                    ＰＬＩＳＴ                                   

C*==============================================================*  

C           *ENTRY    PLIST                                        

C                     PARM           PPJUDF  80       * 受注日 FRO 

C                     PARM           PPJUDT  80       * 受注日 TO  

C                     PARM           PPTKCD  80       * 得意先コ * 

C                     PARM           PPERR   1        * エラー     

C                     PARM           PPMSG  62        * メッセー * 

新RPGソース 

 このパラメーターを使って 
 データを抽出します 

 「対象データがありません」等のエラー 
 が発生した場合、パラメーターを使って 
 Delphi/400側へ返します 
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QTEMP 
CL 

＜ ステップ２ ＞ 
 CLを作成し、このCLからワークファイルをQTEMPに作成し、

ステップ１で変更したRPGを実行するようにします。  

RPG ファイル 
ワーク 

ファイル 

RPGをCLから実行 

ワークファイルをQTEMPに作成 

新プログラム 
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＜ CLの作成① ＞ 
 Delphi/400からRPGを実行する場合、必ずCLを経由して 

 実行します。 
  

– 「MONMSG」を使用し、MSGWを回避します。 

 

– Delphi/400から1回のCALLで複数の処理を実行することができます。 
  
  【例】 QTEMPにワークファイルを作成し、データ抽出RPGを実行する 

             処理を１回のCALLで実行できます。 
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＜ CLの作成② ＞ 

    /*************************************************************** 

    /*  システム  : DELPHI/400 テクニカルセミナー                  * 

    /* NAME       : 受注一覧照会（呼出）                           * 

    /*************************************************************** 

            PGM        PARM(&PJUDF  +                                

                            &PJUDT  +                                

                            &PTKCD  +                                

                            &PPERR  +                                

                            &PPMSG  )                                

/* ＣＬ変数定義 */                                                   

            /* 受注日  FROM            （数値８桁） */               

            DCL        VAR(&PJUDF) TYPE(*DEC)  LEN(8 0)              

            /* 受注日  TO              （数値８桁） */               

            DCL        VAR(&PJUDT) TYPE(*DEC)  LEN(8 0)  

            /* 得意先コード            （数値８桁） */               

            DCL        VAR(&PTKCD) TYPE(*DEC)  LEN(8 0)              

            /* エラー            （文字１桁） */               

            DCL        VAR(&PPERR) TYPE(*CHAR) LEN(1)                

            /* メッセージ          （文字６２桁） */             

            DCL        VAR(&PPMSG) TYPE(*CHAR) LEN(62)               

   /*--------------*/ 

   /* QTEMP        */ 

   /*--------------*/ 

            CALL D4Q011C 

   /*------------------*/ 

   /*  更新処理        */ 

   /*------------------*/ 

            CALL       PGM(D4Q010)  PARM(&PJUDF  + 

                                         &PJUDT  + 

                                         &PTKCD  + 

                                         &PPERR  + 

                                         &PPMSG  ) 

            MONMSG  MSGID(CPF0000) 

   /*------------------*/ 

   /*  初期モード設定  */ 

   /*------------------*/ 

            RETURN 

            ENDPGM  

ＣＬソース ① 

・QTEMPにワークファイルを作成 
・既に存在する場合はクリア 
            ⇒ 次頁参照 

RPGを実行 

パラメーターの設定 
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＜ CLの作成③ ＞ 

     /*************************************************************** 

     /*  システム  : DELPHI/400 テクニカルセミナー                  * 

     /* NAME       : 受注一覧照会ＱＴＥＭＰ作成                     * 

     /*************************************************************** 

 #START:     PGM                                                      

     /* 変数宣言 */ 

             DCL        VAR(&SRCLIB) TYPE(*CHAR) LEN(10)              

     /* パラメーター */ 

             RTVDTAARA  DTAARA(D4DTAARA (1 10)) RTNVAR(&SRCLIB)       

     /* オブジェクト確認 */ 

             CHKOBJ     OBJ(QTEMP/D4Q010) OBJTYPE(*FILE)              

             MONMSG     MSGID(CPF9801) EXEC(GOTO CMDLBL(#CRTTBLA))    

                 GOTO       #END                                      

     /* テーブル作成 */ 

 #CRTTBLA:                                                            

             CRTPF      FILE(QTEMP/D4Q010) SRCFILE(&SRCLIB/QDDSSRC) + 

                          OPTION(*NOSRC *NOLIST) SIZE(*NOMAX) +       

                          LVLCHK(*NO) 

     /* プログラムメッセージ・モニター */ 

             MONMSG     MSGID(CPF0000) EXEC(GOTO CMDLBL(#PGMERR))     

     /* 正常終了 */ 

 #END: 

                 CLRPFM     FILE(QTEMP/D4Q010) 

                 MONMSG     MSGID(CPF0000) 

             RETURN 

     /* エラー終了 */ 

 #PGMERR:    ENDPGM   

ＣＬソース ② 
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＜ CLの実行 ＞ 
 エミュレーター画面より直接CLを実行し、QTEMPのワーク 

 ファイルにデータが抽出されていることを確認してみて下さい。 

 AS/400側の開発はここまでです。次からはDelphi/400側の
開発になります。 
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QTEMP 
CL 

＜ ステップ３ ＞ 
 Delphi/400の画面を作成し、次のように連携させます。  

RPG ファイル ③ ③ ワーク 

ファイル 

Delphi/400 
CALL 

 ① Delphi/400の画面より、 
 CLへ抽出条件を渡し実行 

③ RPGを実行 

② ワークファイルをQTEMPに作成 

新プログラム 

 ④ ワークファイルの 
 内容を画面に表示 
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＜ 基本セット ＞ 
 今回のセッションでは、Delphi/400でAS/400に接続する部分

を、以下の機能をまとめた「基本セット」を使用します。 
 （※ 「基本セット」は本日お配りさせて頂くCD-ROMに収録しています。） 

  ⇒ この基本セットでAS/400との接続はＯＫ！ 

① サインオンダイアログを開く 
 ② 入力したユーザーIDとパスワー ド 
     でAS/400へ接続 

④ メニュー画面を開く 

③ ライブラリーリストを設定 
⑤ AS/400から切断し終了 

基本セットの機能 
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３．Delphi/400開発実演 
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＜ Delphi/400開発実演 参考資料① ＞ 
 開発実演で使用するプログラム一覧とワークファイルの 

 レイアウトです。 

ID 名称

D4Q010C 受注一覧照会（呼出）

D4Q011C 受注一覧照会（ＱＴＥＭＰ作成）

RPG D4Q010 受注一覧照会ワーク作成

CL

プログラム一覧

項目名 属性 テキスト記述／欄見出し
HWJGCD 4 0 S 部課
HWJUNO 6 0 S 受注№
HWJUDT 8 0 S 受注日
HWTRRK 14 O 得意先名
HWTANM 16 O 営業担当者名
HWNOKI 8 0 S 納期日
HWJUGK 9 0 P 受注金額
HWTKCD 8 0 S 得意先 CD
HWTACD 5 0 S 担当者 CD
HWBIKO 32 O 備考

ファイルレイアウト

桁数

ファイル名：
ファイルID：

受注一覧ワーク
D4Q010
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＜ Delphi/400開発実演 参考資料② ＞ 
 基本セットの「frmBase」より継承して作成します。 
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＜ Delphi/400開発実演 参考資料③ ＞ 
 今回使用している主なコンポーネントです。 
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＜ Delphi/400開発実演 参考資料④ ＞ 
 各コンポーネントのプロパティの設定です。 
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＜ Delphi/400開発実演 参考資料⑤ ＞ 
 各コンポーネントのプロパティの設定です。 

データモジュール「MainDM」をユニット参照して下さい 
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＜ Delphi/400開発実演 参考資料⑥ ＞ 

procedure TfrmD4Q010.bbtnSelectClick(Sender: TObject); 

begin 

  inherited; 

  //----- 検索処理 -------------------- 

  // ワークファイルを閉じる 

  if dsD4Q010.DataSet.Active then dsD4Q010.DataSet.Active := False; 

 

  // データ抽出CLを実行 

  with cal4D4Q010C do 

  begin 

    LibraryName := '*LIBL';     // ライブラリー 

    Value[0] := meJUDT_F.Text;  // 受注日(From) 

    Value[1] := meJUDT_T.Text;  // 受注日(To) 

    Value[2] := edTRCD.Text;    // 得意先 

    Value[3] := '';             // エラー 

    Value[4] := '';             // メッセージ 

 

    Execute; 

 

    // エラー処理 

    if Value[3] <> '' then 

    begin 

      meJUDT_F.SetFocus; 

      raise Exception.Create(Value[4]); 

    end; 

  end; 

 

  //----- 明細表示処理 -------------------- 

  // ワークファイルを開く 

  dsD4Q010.DataSet.Active := True; 

 

  // TDBGridへフォーカス移動 

  dbgList.SetFocus; 

end; 

 検索ボタン押下時の処理です。 
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４．機能追加 
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＜ 機能追加① ＞ 
 TClientDatasetを使用することで、エクスプローラーの様な 

 操作でデータの並び替えを行うことが可能です。 
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＜ 機能追加② ＞ 
 今回の開発手法を使い、受注明細からデータを抽出するプロ

グラムを作成することで、ヘッダー情報と明細情報とを１画面
で照会することができます。 
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５．まとめ 
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＜ まとめ ＞ 

既存のRPGを上手く利用することで、「効率的」かつ
「簡単」にGUI開発を行うことができます。 

 

 GUI画面ならではの機能を、簡単な手法で追加する
ことができ、より使い易い画面を作ることができます。 


